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人 権 教 育 

 

１ 研究テーマ 

 (1) 研究テーマ 

高等学校等において取り組む人権課題について、人権教育学習教材「人権学習ワークシート集Ⅸ－人権

教育実践事例・指導の手引き(高校編第18集)－」(神奈川県教育委員会 令和７年３月発行)(以下、「人

権学習ワークシート集(第18集)」と言う。)を用いた学習活動における実践とともに、「人権学習ワーク

シート集Ⅹ－人権教育実践事例・指導の手引き(高校編第19集)－」(令和10年３月発行予定)(以下、「人

権学習ワークシート集(第19集)」と言う。)の作成に向けた課題等の整理を行う。 

(2) テーマ設定の経緯 

人権教育の指導方法等に関する調査研究会議より発出された「人権教育の指導方法等の在り方について

［第三次とりまとめ］(2008)」では、児童・生徒が人権尊重の理念「自分の大切さとともに他の人の大切

さを認めること」を理解するとともに、それが具体的な態度や行動に現れるよう、学校教育のあらゆる場

面で人権教育を行うことが求められているとされている。 

県教育委員会は、県立高等学校等における人権教育を推進するため、生徒自身が学習ワークシートの課

題に取り組みながら、人権課題についての正しい理解と認識を深め、人権尊重の意識を高めて主体的に人

権課題に取り組む力を育めるよう、「人権学習ワークシート集－人権教育実践事例・指導の手引き(高校

編)－」を作成し、県立学校等に配付するとともに県のウェブサイトにも掲載している(図１)。 

この教材の内容は、生徒が学校生活や日常生活で直面し得る人権課題に加え、「かながわ人権施策推進

指針(第２次改定版)」に掲げられている多くの人権課題を取り上げている。生徒が人権尊重の意識を高め、

課題の解決に向けて行動できるよう、人権課題にかかる約13分野の学習ワークシートを盛り込み、教職員

が教育活動(授業やホームルーム活動等)の中で活用できるように構成されている。また、生徒が人権課題

を自分事として捉え、解決に向けた具

体的な態度や行動につなげられるよ

う、近年の歴史認識や裁判事例、当事

者の経験に基づく文書、人権啓発広告

や視覚資料・読み物資料等を盛り込

み、知識だけではなく、解決に向けた

思索を促せるような問いを設けるなど

の構成の工夫が施されている。 

この「人権学習ワークシート集」の

教材・解説編の原稿作成は、神奈川県

高等学校教育課程研究会研究推進委

員会人権教育部門の研究活動の柱で

あり、学校等における実践を踏まえ

ながら作成に取り組んでいる。 

令和６年度の当部門研究推進委員

の活動の総括をした結果、県立高等

学校等における「人権学習ワークシ

ート集」の活用を促進するための取

組が必要であるとの意見が挙がり、

「人権学習ワークシート集」の授業

実践を今年度のテーマの一つに設定

した。 

 

 
図１ 神奈川県教育委員会ウェブイト「人権教育学習教材の紹介」 

(https://www.pref.kanagawa.jp/docs/t8d/hr_edu/kyouzai.html) 
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(3) 研究のねらい 

県立高等学校等における人権教育学習教材の活用を促進するため、「人権学習ワークシート集(第18集)」

を用いた授業実践を行い、柔軟な活用方法及び授業実践事例を示して、学習教材を活用した人権教育の推

進を図る。 

また、新たな人権教育学習教材「人権学習ワークシート集(第19集)」の作成に向けて、より取り組みや

すい学習ワークシートとなるよう、内容及び活用の課題を整理する。 

(4) 研究方法 

教科学習及び特別活動の授業時間の中で、「人権学習ワークシート集(第18集)」のワークシートから一

部のワークを抽出して取り上げる実践事例を示す。 

 

２ 「人権学習ワークシート集Ⅸ－人権教育実践事例・指導の手引き(高校編第18集)－」教材・解説編 

人権学習ワークシート集(第18集)の項目を図２に示す。各学習ワークシートの展開例は全て50分で構成

しており、授業での活用を想定して作成されている。 

 

 

子どもの人権 

１ いじめていい理由なんてない！ 

２ 児童虐待について 

女性の人権 

３ 女性差別について考えよう 

障がい者の人権 

４ 障がい者の人権について 

５ 【コラム】ともに生きる社会かながわ憲章 

高齢者の人権 

６ 高齢者の人権について 

疾病等にかかる人権課題 

７ ハンセン病患者・元患者とその家族 

同和問題(部落差別) 

８ 同和問題(部落差別)を通して、差別をなくす 

ために何ができるか考えよう 

外国籍県民等の人権 

９ 外国籍県民等の人権について考えよう 

 

 

犯罪被害者等の人権 

10 犯罪被害者やその家族の気持ちについて考え

よう 

北朝鮮当局によって拉致された被害者等の人権  

11 拉致問題を知ろう・考えよう 

性的マイノリティの人権 

12 性の多様性について一緒に考えよう 

インターネットによる人権侵害 

13 インターネットによる人権侵害について考え

よう 

様々な人権課題 

14 アイヌの人々について 

15 災害発生時の人権課題について考えよう 

16 ヤングケアラーについて知ろう 

17 孤独・孤立による人権課題を考えよう 

 

図２ 人権学習ワークシート集(第18集)の項目 

 

３ 活用実践事例 

 (1) 実践事例１(藤沢総合高等学校) 

ア 活用した学習ワークシート：  

女性の人権 ３ 女性差別について考えよう ワーク１(１)(２) 

イ 教科・科目：「外国語・英語コミュニケーションⅢ」 

ウ 単元名：To Achieve Gender Equality 

エ 単元計画：８時間目／10時間 

オ 授業者：橋詰 博 教諭 

カ 授業展開： 

ワーク１(２)の内容をより具体的に検討させ、それを解決する方法を考えさせる。さらに、プレゼ

ンテーション(英文)として発表させるパフォーマンステストを通して、ジェンダーの平等について考

えさせる。 
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全50分 学習活動 

導入 

(10分) 

ワーク１(図３)のＡＣジャパンの新聞広告を見て、(１)の内容に取り組み、ジェンダーバ

イアスについて気付いたことをワークシートに記入する。 

展開１ 

(10分) 

動画「『あたりまえ』って何？【性別による無意識の思い込み(ジェンダーバイアス)につ

いて考えよう】」(ＮＰО法人ジェンダーイコール)の視聴を通して、身の周りで見たり聞

いたりしたことのあるジェンダーバイアスについて周囲の生徒と共有する。 

展開２ 

(20分) 
展開１で共有した内容を基にワーク１(２)について考え、ワークシートに記入する。 

まとめ 

(10分) 

・自分が取り上げたいジェンダーに関する課題を決める。 

・次回以降、選択したジェンダーに関する人権課題の解決策について、英語でプレゼンテ

ーションを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 「３ 女性の人権」(一部抜粋) 

(「人権学習ワークシート集(第18集)」より) 
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キ 生徒の様子 

振り返りを通して、生徒の多くがアンコンシャス・バイアスに関する深層心理に根付いた固定概念

の存在に気付いた様子が見られた。 

ク 授業者の振り返り 

生徒たちは、身の周りのジェンダーバイアスに気付いた一方で、それらが「よいか」「悪いか」と

いうことについて自分の考えを述べて議論に発展させることや、周囲の目がある前で発表することに

不安を覚える生徒もいた。ジェンダーを話題にして人前で話すことに不安を覚える生徒をなくすため

に、大前提として、ジェンダー間の差別はなくしていかなければならないという考えと、それについ

てより自分の考えを発表しやすい雰囲気づくりが大事だと考えた。 

 

(2) 実践事例２(神奈川総合高等学校) 

ア 活用した学習ワークシート：  

同和問題(部落差別)８ 同和問題(部落差別)を通して、差別をなくすために何ができるか考えよう 

イ 教科・科目：「国際・文化人類学」 

ウ 単元名：日本民俗学 

エ 単元計画：３時間目／３時間 

オ 授業者：西村 拓哉 教諭 

カ 授業展開： 

前時の内容としては、「フツーとは何か？」をテーマに、日本の年中行事や神話を手がかりに「ケ

ガレ」という概念を文化人類学の視点から探った。大掃除やお正月、葬儀などの行事に込められた

「清め」や「秩序の回復」の意味を考察し、ケガレが単なる「汚れ」ではなく、社会の不安や恐れを

コントロールする文化的な仕組みであることを学んだ。また、現代にも残る「ケガレ的感覚」(例：

忌み言葉、数字のタブー、ネットの炎上など)を通して、私たちの無意識の偏見や排除の意識に気付

き、多様な価値観を受け入れる力を育てることの大切さを生徒に考えさせた。 

本時では図４の学習活動を活用し、差別についての個人的思考を深めるとともに、グループでの意

見交換や意見整理を通して、自分自身の行動について考えさせた。 
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ク 生徒の様子 

前時に「ケガレ」について扱ったため、生徒の反応は授業全体を通して活発で、積極的に意見が出

されていた。ワーク１の事例が身近で起きた出来事だったことから、「なぜこのような事態が起きて

しまったのか」を真剣に考える生徒が多く見られた。しかし、この事実をすでに知っている生徒はい

なかった。 

また、同和問題(部落差別)に関しては、正しい知識を持っている生徒が少ない印象を受けた。小学

校の道徳授業などで学んだ経験はあるものの、詳しく理解している生徒はほとんどいないという状況

だった。 

さらに、「寝た子を起こすな論」については、生徒間で意見が分かれる場面があり、詳しく知らな

い生徒が多かったため、そのような反応につながったと考えられる。一方で、親から同和問題につい

て聞いた経験を持つ一部の生徒は、「詳しく知らないままではいけない」といった意識を持ち、授業

の後半では意見を交わす場面も見られた。 

ケ 授業者の振り返り 

最後のワーク３ではＳＤＧｓの問題につなげたかったが、身近な問題から突然世界規模の課題へと

話が広がったため、生徒には少し距離を感じ、この同和問題のまとめとして深く考えることが難しく

なったように思われる。まずは身近な問題から考えさせる構成にすることで、より自分事として捉え

やすくなるのではないかと考えられる。 

 

(3) 実践事例３(茅ケ崎西浜高等学校) 

ア 実施授業：特別活動 ロングホームルーム 

イ 授業時間：50分 

ウ 実施学年：３学年(８クラス) 

エ 授業者：各クラス担任及び副担任 

オ 授業展開： 

各クラス担任が「人権学習ワークシート集Ⅸ」から選んだワークシートの展開例に沿って実施 

  カ 授業実践報告 

(ｱ) Ａクラス 

ａ 活用した学習ワークシート： 

犯罪被害者等の人権 10 犯罪被害者やその家族の気持ちについて考えよう(図５) 

ｂ 授業者からの聞き取り(原文ママ) 

図４ 「８ 同和問題(部落差別)」(一部抜粋) 

(「人権学習ワークシート集(第18集)」より) 
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(a) なぜそのテーマを選んだのか 

・３年生のこの時期に、単発で行うとなったときに一番扱いやすいと感じたから。 

・運転免許を取る時期でもあるので、事故の重大さ(被害者だけでなく加害者目線でも)を感じ

取ってほしかった。 

・「犯罪」という大きな括りではなく、日常生活の中で感じる「嫌なこと」にも同じようなこ

とがあてはまると感じ、情操教育の一環としても役立つと考えたから。 

(b) 生徒にどのような変容等が見とれたか 

犯罪被害者に対してどのように接すればよいか、生徒自身が自分事の話題として各々考えるよ

うになったと感じた。 

(c) 授業者によるワークシートの評価 

授業展開が丁寧に作られていて、授業準備がしやすかった。また、短時間で、どのような授業

を行えばよいか分かりやすく助かった。 

(d) ワークシートがさらに活用されていくためには 

他の単元等も踏まえて、もう少し生徒に配付するプリントに図があってもよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ 生徒の感想 

振り返りに記載された生徒の感想を内容ごとに分類し、表１にまとめた。「今日の授業で考え

たこと、分からなかったこと、もっと考えようと思ったこと」として、「寄り添う」ことの難し

さや個別化された支援の必要性、配慮を徹底することについての記述が見られた。また、被害者

の苦しみや加害者への視点について問題提起をする記述も確認された。 

さらに、「今日の学びをこれからの学校生活や人との関わりでどう生かしたいか」に対する記

述として、相手の立場になって多角的な視点で物事を考えることや、信頼される人になるために

継続的に学習したいという意欲が記されていた。 

図５ 「10 犯罪被害者やその家族の気持ちについて考えよう」(一部抜粋) 

(「人権学習ワークシート集(第18集)」より) 
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 表１ 生徒の感想（原文ママ 下線は筆者） 

〇今日の授業で考えたこと、分からなかったこと、もっと考えようと思ったこと 

寄
り
添
う
こ
と
の

難
し
さ
と
重
要
性 

・「人に寄り添う」のは簡単なことではないと痛感した。口で言えても行動に真意が現れるため、上辺だけの人は分かってしまうと思う。ど

こまでいっても他人の気持ちを分かりきることは出来ない。 

・被害者の中でも、相談してほしい人と一人で考えていきたい人がいるため、その人に合った寄り添い方をしていくべきだと感じた。 

・被害者・遺族に「大丈夫」など軽々しく無神経な発言をしないように、寄り添い方を考えたい。相手に励ましの言葉や求めていない言葉

をかけるのではなく、 相手の気持ちを理解して受け入れることが大切。被害者の家族への対応は、慎重に、優しくしていかなければなら

ない。 

被
害
者
・
加
害

者
へ
の
視
点
と

課
題 

・犯罪はニュースで報道されるから軽く見られがちだが、被害者からしたら人生がかかるくらい辛い。突然大切な人がいなくなる悲しみは

大きい。被害者は、事件の直接的被害だけでなく、後の裁判や警察とのやりとりで精神的・金銭的にも負担がかかると知った。被害者に

酷いことをする人がいる現状に疑問を感じた。 

・被害者のことも考えないといけないが、加害者のことも考えないといけないこと、罪を犯してしまった側の罰について考えた。 

〇今後の関わり方への意識 

・思いやりの気持ちが大切だと再認識した。 

・今までどおり考えは改めず、相手の立場に立つことを意識する。 

〇今日の学びをこれからの学校生活や人との関わりでどう生かしたいか 

相
手
の
立
場
に

立
っ
た
行
動 

・自分だけではなく、他者の気持ちを考えて行動する。「その人だったら」「この立場からしたら」など、いろんな視点から考えていく。相手

の立場にすぐ立てるようになりたい。 

・人の気持ちに対して何か言う前に、その人の立場になって想像し、 「もっと本人は思っているんだ」ということを頭に入れて向き合う。 

寄

り

添

い

と 

配
慮 

・被害者本人が話そうと思ってもらえるような人になることが大切だと考えた。そのために、日頃から自分のものさしではからず、相手の

気持ちを少しでも分かってあげられるようになりたい。 

・人をよく見て、人の気持ちや感情、考え方、感じ方をもっと学んでいこうと思う。 

・誰も傷つけずに平和に過ごしたい。自分の大切な人たちを守ることに生かしたい。 

 

(ｲ) Ｂクラス 

ａ 活用した学習ワークシート： 

性的マイノリティの人権 12 性の多様性について一緒に考えよう(図６) 

ｂ 授業者からの聞き取り(原文ママ) 

(a) なぜそのテーマを選んだのか 

・生徒にとって身近であり、自身の知識がある程度あると考えたから。 

・マイノリティの人権というより「みんな違う」という視点で進められるため扱いやすいと思

ったから。 

(b) 生徒にどのような変容等が見とれたか 

・言葉の理解が進んだ。 

・多数派と少数派という対比ではなく、性のあり方は一人ひとり異なるという点を理解した生

徒が多かったと感じた。 

・他国の状況(性の多様性への理解が進んでいる国と差別されている国)を知り、驚いた生徒も

多かった。 

・性の多様性については当たり前のことで、特に何か新たに意識するまでもないといった 雰

囲気が全体的にあった。 

(c) 授業者によるワークシートの評価 

・Ａ３両面で印刷した際、アウティングという用語が裏面にきていて見えないようになってい

た点が使いやすかった。質問がわかりやすく、二次元コードで調べやすく、生徒は取り組みや

すそうだった。 

・50分の指導案という点で扱いにくいのかもしれないが「表現する性」についてもワーク等が

あったら、より身近になったかもしれないなと感じた。好きな服を着たいが、スカートは女子

だけのものという点に違和感を持っている生徒は一定数いる気がする。 

(d) 自身の教科や科目の授業中に人権学習ワークシートを活用する方法について(理科・生物) 

生物基礎の免疫の分野でハンセン病について取り上げる。また、生物基礎のホルモンの 分野

で女性差別や性の多様性のワークを抜粋して利用できるかもしれない。 
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ｃ 生徒の感想 

振り返りに記載された生徒の感想を内容ごとに分類し、表２にまとめた。「今日の授業で考

えたこと、分からなかったこと、もっと考えようと思ったこと」では、性の多様性や自身の知識

の不足を認識したこと、現在ある差別への驚きを示す記述が見られた。 

「今後の関わり方と配慮」では、性の多様性に対し、尊重し肯定する姿勢や言動に注意するこ

とについて記述されていた。「疑問と課題意識」では、性の多様性に対する抵抗の理由への疑問

や、当事者でなければ理解が難しい問題への接し方の難しさを感じた記述があった。一方で、理

解を深めることでそれぞれが生きやすい環境を模索したいという意見も確認された。 

「今日の学びをこれからの学校生活や人との関わりでどう生かしたいか」には、多様性を尊重

し受け入れることについての意見や、これを身近な問題として認識したいという意見が寄せられ

ていた。また、具体的な行動として、「いつもどおり」の自然な接し方を心掛けること、発言を

慎重にすること、配慮と支援に努めるといった意欲が記されていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 「12 性の多様性について一緒に考えよう」(一部抜粋 Ａ３両面で印刷した際の裏面) 

(「人権学習ワークシート集(第18集)」より) 
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 表２ 生徒の感想（原文ママ 下線は筆者） 

〇今日の授業で考えたこと、分からなかったこと、もっと考えようと思ったこと 

気
付
き
と
理
解

の
深
化 

・世界には多様な性のあり方があり、「もっとたくさんの人がいる」ということを考えなければならないと思った。好きになる相手は人それぞ

れであり、性の価値観は人それぞれであることを理解した。 

・ＬＧＢＴＱなどの専門単語を全然知らなかった。「意外に何も知らなかったんだ」と気付いた。 

・性のあり方を犯罪として死刑に値する国があることに非常に驚き、「認められないとかの次元を超えている」と感じた。 

〇今後の関わり方と配慮 

・性の多様性を尊重すべきだと考えた。「誰が誰を好きになっても、その人が幸せなら全然いい」と否定しないことが何よりも大事だと思った。 

・周りにも様々な性的指向の人がいるので、発言には気をつけたいと思った。変に意識しすぎると、かえってジェンダーに悩む人たちを困らせると思う

ので、接し方について考えたい。 

〇疑問と課題意識 

・なぜそこまで性のあり方に抵抗があるのかがわからないと感じた。 

・自分は当事者の気持ちは理解できないけれど、否定はしたくない。 

・少しでも生きやすい環境が広まるといいと考えた。ＬＧＢＴＱ＋の人たちをもっと理解して日本や世界に浸透してほしい。 

・ＬＧＢＴＱの人が普段どんな生活をしているのか気になった。 

・性的指向は自由だが、同性の人に告白されたら困ってしまうという感情も同時に生まれた。 

〇今日の学びをこれからの学校生活や人との関わりでどう生かしたいか 

意
識
と
理
解
の

基
本
姿
勢 

・多様な性のあり方を否定せず、理解したり、歩み寄れる人になろうと思う。たくさんの考え方の人がいることを忘れず、みんなと平等に関

わっていく。「性別が全てじゃない」というのを心に留める。 

・世界でみたら多様な性を持っている人はたくさんいることを頭に入れておく。言いづらいだけで身近にきっといるはずだと考え、常に言葉

遣いに気をつけたい。 

具
体
的
な
関
わ
り

方
と
行
動 

・特別何かしたり、気にかけたりせず、いつもどおりに接するのが一番良い。いちいち気にすることは相手に負担をかけるため、「そっか」くら

いで終わるのが良いと思った。否定せずに受け止めたり、当たり前のように接する。 

・軽はずみな発言はしない。思ったことが直ぐに口から出ないように、一度心の中で立ち止まって発言をする。暴言は吐かないようにする。 

・相談に乗れるくらいになれるようになりたい。アウティング(本人の許可なく性的指向や性自認を暴露すること)をしないように、改めて気

をつけたい。 

・自分の偏見で判断せずに、しっかりと人を知ろうと思う。自分を しっかりと持って、他の人も認めていく。 

 

(ｳ) Ｃクラス 

ａ 活用した学習ワークシート： 

女性の人権 ３ 女性差別について考えよう 

ｂ 授業者からの聞き取り(原文ママ) 

(a) なぜそのテーマを選んだのか 

扱っている英語の題材が「ポリティカル・コレクトネス」であり、その授業と関連付けて実施

できると考えた。 

(b) 生徒にどのような変容等が見取れたか 

既成概念に疑問を持つことで多角的に思考する様子が見られた。 

(c) 授業者によるワークシートの評価 

銀座の高級すし店のような塩をつけるだけでおいしくなるのと同様、大変すぐれた素材(教材)

だった。 

(d) 自身の教科・科目の授業中に活用する方法について 

英語の題材は多様なので、この冊子を活用しようという意識を持つだけで、さまざまな単元で

使用するためのアイデアが湧いてくる。 

(ｴ) ＤＥＦクラス 

ａ 活用した学習ワークシート： 

インターネットによる人権侵害 13 インターネットによる人権侵害について考えよう 

ｂ 授業者からの聞き取り(原文ママ) 

(a) なぜそのテーマを選んだのか 

・情報の教員のため、知識面でも扱いやすいと考えたから。 

・ＳＮＳという身近な話題にすることで、人権に対する意識の向上を図り、「自分は大丈夫だ」

という考え方の危険性を伝えたかったから。 

・生徒が身近に感じられるテーマであり、題材としても扱いやすいと考え選んだ。 

(b) 生徒にどのような変容等が見とれたか 

・内容は情報Ⅰやそれ以前の中学校、小学校での学習範囲と重複しているため、スラスラ 解



20 人権教育 10 / 12 

 
いていた。既習内容の再確認ができた。 

・挙げられている事例について考えていく中で、自分の意図しない場面でもプライバシーや著

作権の侵害をしてしまうことがあるのだということを理解しているようだった。 

・授業冒頭では、意識せずにＳＮＳ等を使用している雰囲気が全体的に見られた。ワークを  

通じて、ペアや全体で考えを共有する中で、自分自身のＳＮＳの使い方に敏感になり、投稿の

仕方や発信の仕方に注意していこうとする雰囲気が見られた。 

(c) 授業者によるワークシートの評価 

・選択肢によって難易度に差があるように感じた。 

・生徒が主体的に考えるという視点で、非常にまとまったワークシートだったと感じた。 指

導者側も使いやすかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｵ) ＧＨクラス 

ａ 活用した学習ワークシート： 

様々な人権課題 15 災害発生時の人権課題について考えよう(図８) 

ｂ 授業者からの聞き取り(原文ママ) 

(a) なぜそのテーマを選んだのか 

・生徒の身近な問題として扱いやすそうだと思ったから。他の教材を扱うスキルや知識が私に

はなかったから。 

・昨年度、本校は防災教育推進校であり、校内研修に取り組んでいたため。 

(b) 生徒にどのような変容等が見とれたか 

・徐々に被災者の立場になって、考えることができるようになっていた。文章表現が「単語」

から「文章」に変化していた。 

・救援物資についての知識を得ることができた。また、災害時に配慮が必要な人がいること、

図７ 「13 インターネットによる人権侵害について考えよう」(一部抜粋) 

(「人権学習ワークシート集(第18集)」より) 



20 人権教育 11 / 12 

 
人によって支援が異なることを理解できた。 

(c) 授業者によるワークシートの評価 

  ・映像や写真の資料、実際の被災者の声などがあっても良いと感じた。 

・個人的には、人権教育の量より災害に関する教育の量のほうが多いように感じた。 

・ワーク１で生徒が回答したものがほとんど同じで、時期や災害の種類によって救援物資が異

なるという気付きにつながらなかった。 

・ワーク３、ワーク４は使いやすく、よかった。 

(d) ワークシートがさらに活用されていくためには 

教科指導に組み込むのが効果的ではないか。 

(e) 自身の教科や科目の授業中に活用する方法について 

・データの分析から現状や傾向の把握をすることで、教科的な技能からつなげることができる

のではないか。 

・数学Ａでアイヌの数の概念は紹介できるのではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ まとめ 

県立高等学校等における人権学習教材の活用促進に向け、「人権学習ワークシート集(第18集)」を用い

た柔軟な活用方法及び授業実践事例を示した。 

藤沢総合高等学校の「英語コミュニケーションⅢ」で取り上げている教材と学習ワークシート(女性の

人権)の内容に親和性が高く、ワークの一部を活用することで科目の単元のねらいをより深めることがで

きた。この報告は、茅ケ崎西浜高等学校の授業者の「英語の題材は多様なので、この人権学習ワークシー

ト集を活用しようという意識を持つだけで、様々な単元で使用するためのアイデアが湧く」という意見と

一致している。ワークの一部を活用する柔軟な活用方法の好事例である。 

神奈川総合高等学校の授業実践報告は、学校設定教科・科目ではあるが、単元計画に学習ワークシート

の内容(同和問題(部落差別))を位置付け、それぞれのワークにおいて生徒間の意見交換を密に行うことで

図８ 「15 災害発生時の人権課題について考えよう」(一部抜粋) 
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差別問題への意識を高めた。これは具体的な行動への喚起につなげられる授業実践事例であり、教科授業

への活用の可能性を示している。 

茅ケ崎西浜高等学校においては、研究推進委員が中心となって学年全クラスがロングホームルームで人

権教育を取り上げ、学習ワークシート集を活用した授業を実施した。実施後に授業者から、単発の実施で

はなく、他の人権課題も取り上げて生徒の人権意識を高めていくことが望ましいとの感想を得た。 

今回は、授業実践校の報告のみを取り上げたが、研究推進委員の所属校(相模原弥栄高等学校、海老名

高等学校)において、各教科の教職員から授業等における学習ワークシート集の活用例について聞き取り

を行った。また、前述の授業実践に取り組んだ授業者によるワークシートの評価及び活用促進に向けた助

言等と併せて、次期「人権学習ワークシート集(第19集)」の作成に向け、取り組みやすい学習ワークシー

トに関する課題・改善点の整理に大いに役立つ内容となった。 

学校教育のあらゆる場面において、人権教育を実施することが求められている。各校において、積極的

に人権教育教材を活用していただき、本県における人権教育の推進に尽力いただきたいと願う。 
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